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ひと まち 自然がきらめく 共生の郷 佐用

足湯で交流を深める

 ････２～５

 ････８～13
 ････14～15

水害から２年―災害に強いまちをつくる
小・中学校、保育園規模適正化

校区説明会で聴いた皆さんの声
FlashNews（まちの話題）

主な内容● Contents

　６月 26 日、奥海集落で地域住民と神戸学院大学
の学生との交流会が行われました。
　この取り組みは、一昨年の水害以降、町の復興
支援活動を続けている被災地ＮＧＯ恊働センター

（代表：村井雅清さん）が、奥海集落で進めている「次
世代・世代間および都市と地方間交流による災害
に強い森づくり」の活動の一環。学生たちは、安
本文男さん（奥海）から間伐の必要性などの講話
を聴いた後、奥海クラブに集まった奥海集落の皆
さんに足湯とマッサージを提供し、お互いに交流
を深めていました。

絆
きずな

からはじまるふるさとの復興
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進む河川改修

河川改修

自助
共助
公助

　兵庫県は町と連携し、昨年 11 月から本格的に
千種川水系の河川改修工事に着手。総延長 54・
59㌔のうち、用地買収が完了した地区から順次
工事を行っています。７月１日現在で、護岸整
備延長の約４割の工事を発注しました。工事完
了は平成 26 年３月の予定です。

▲

▲

改修する河川

改修のイメージ
現況

改修後

場所に応じて３つの組み合わせで工事を行うことで、河川水位の低

　千種川

（久崎駐在所付近）

　江川川

（東中山集落入口付近）

　幕山川

（大垣内 : 宮地橋付近）

　佐用川

（山脇：浜河原橋上流付近）

平成 26 年３月完了予定

　庵川

（朝霧園入口付近）

　大日山川

（須安：和田橋付近）

水害から２年―災害に強いまちをつくる

着
々
と
進
む
復
旧
事
業

　

一
昨
年
の
台
風
９
号
水
害
か
ら
今
月
で
２

年
が
た
ち
ま
す
。

　

現
在
、災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
た
め
、

地
域
で
は
防
災
マ
ッ
プ
づ
く
り
や
災
害
時
要

援
護
者
の
避
難
支
援
な
ど
、
自
助･

共
助
に

よ
る
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
安
全
安
心
の
生
活
基
盤
を
整
備
す
る
た

め
、
千
種
川
水
系
の
河
川
改
修
工
事
な
ど
、

公
助
に
よ
る
取
り
組
み
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
月
号
で
は
、
工
事
が
進
む
河
川
改
修
の

進
捗
状
況
な
ど
に
つ
い
て
お
伝
え
し
ま
す
。

①～⑥の写真は河川別の
工事完了箇所の護岸

２

水
害
か
ら
２
年 ―

 

場所に応じて３つの工事を組み合わせて行うことで、
河川水位の低下が見込まれます

拡幅

堤防かさ上げ

河床掘削

計画高水位

総
延
長
54
・
59
㌔

 
災
害
に
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
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町営久崎
住宅建設

自助
共助
公助

町営久崎住宅建設
工事に着手

　　

佐
用
川
の
河
川
改
修
工
事

に
伴
い
、
町
営
久
崎
住
宅
の

建
設
工
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

新
し
い
住
宅
は
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
り
の
３
階
建

て
で
17
戸
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー

タ
ー
を
完
備
。
ま
た
、
ひ
と

り
暮
ら
し
高
齢
者
や
家
族
向

け
な
ど
用
途
に
応
じ
、
１
～

３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
タ
イ
プ
の
間
取
り

が
あ
り
ま
す
。

　　

建
物
の
特
長
と
し
て
、
２

階
に
一
時
避
難
所
を
併
設
し

ま
し
た
。
避
難
所
は
、
平
時

に
は
、
集
会
所
と
し
て
利
用

し
、
災
害
時
に
は
、
地
域
の

住
民
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
と

し
て
利
用
で
き
ま
す
。

　

住
宅
の
完
成
は
、
12
月
末

の
予
定
で
す
。
新
し
い
住
宅

に
は
、
現
在
の
久
崎
住
宅
と

仮
設
住
宅
に
お
住
ま
い
の
か

た
が
入
居
す
る
予
定
で
、
空

家
は
公
募
す
る
予
定
で
す
。

　　　　

完成予想図（イメージ）

建設が進む現場の様子

平成 23 年 12 月完成予定
２階には一時避難所を併設

２
階
に
は
避
難
所
を
併
設

完
成
は
1�
月
末
予
定

空
家
は
公
募
を
予
定

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
３
階
建
で

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
を
完
備

問
商
工
観
光
課
定
住
対
策
室

　
　
　
　

 

☎
82
・
０
６
７
０

町
営
住
宅
入
居
者

募
集
（
登
録
制
）

■
入
居
募
集
住
宅

　

佐
用
町
営
住
宅 　

　

※
た
だ
し
、
米
田
、
折
口
、

　

手
布
住
宅
は
除
き
ま
す
。

■
書
類
配
布
・
受
付
期
間

　

８
月
８
日
㊊
～
９
月
９
日
㊎

■
入
居
資
格　

国
税
・
地
方

　

税
の
滞
納
の
な
い
か
た
。

　

同
居
す
る
親
族
の
あ
る
か

　

た
。
結
婚
予
定
の
あ
る
か

　

た
。
現
在
住
居
に
困
っ
て

　

い
る
か
た
。
収
入
基
準
に

　

合
う
か
た
。

■
収
入
基
準　

お
問
い
合
わ

　

せ
く
だ
さ
い
。

■
家
賃　

所
得
や
入
居
さ
れ

　

る
住
宅
に
よ
り
違
い
ま
す
。

■
敷
金　

家
賃
の
３
カ
月
分

■
申
込
書
類　

商
工
観
光
課

　

に
あ
る
申
込
書
に
必
要
事

　

項
を
記
入
し
、
入
居
を
し

　

よ
う
と
す
る
家
族
で
、
所

　

得
の
あ
る
か
た
全
員
の
所

　

得
証
明
書
と
納
税
証
明
書
、

　

住
民
票
を
添
え
て
申
し
込

　

み
く
だ
さ
い
。

■
選
考
方
法　

資
格
審
査
後

　

に
町
営
住
宅
入
居
者
選
考

　

委
員
会
で
決
定
し
ま
す
。

問
商
工
観
光
課
定
住
対
策
室

　

              

☎
82
・
０
６
７
０

環境に配慮した護岸整備

ホタルが生息しやすい護岸

（大日山川：須安踏切上流）

　　

現
在
、
兵
庫
県
で
は
光
都
土

木
事
務
所
河
川
復
興
室
の
職
員

66
人
体
制
で
、
河
川
改
修
事
業

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　

河
川
改
修
計
画
は
、
地
権
者

や
自
治
会
な
ど
を
対
象
に
説
明

会
を
行
う
な
ど
、
皆
さ
ん
の
意

見
を
反
映
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

策
定
後
、
地
権
者
と
用
地
交
渉

を
始
め
、
用
地
買
収
が
終
わ
っ

た
地
区
か
ら
順
次
工
事
を
発
注

し
て
い
ま
す
。

　

７
月
１
日
現
在
で
、
護
岸
整

備
延
長
の
約
４
割
の
工
事
を
発

注
し
ま
し
た
。
ま
た
残
土
処
分

も
、
関
係
者
の
皆
さ
ん
の
協
力

に
よ
っ
て
、
秀
谷
地
区
や
延
吉

地
区
な
ど
か
ら
順
調
に
整
地
を

進
め
て
い
ま
す
。

　　

町
内
の
河
川
に
河
川
監
視
カ

メ
ラ
を
13
カ
所
設
置
し
、
そ
の

映
像
は
増
水
時
に
佐
用
チ
ャ
ン

ネ
ル
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど

で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
降
雨

に
よ
っ
て
河
川
の
増
水
が
予
想

さ
れ
る
場
合
に
は
、
参
考
に
し

て
く
だ
さ
い
。

　　　

河
川
改
修
工
事
は
、
今
年
11

月
か
ら
最
盛
期
を
迎
え
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
工
事
車
両
の
通

行
な
ど
に
よ
っ
て
、
町
民
の
皆

さ
ん
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
佐
用
町
の
安
全
、
安
心

の
た
め
、
本
工
事
に
対
し
て
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

河川別工事進捗状況

円応寺の現場で進捗状況を説明する今中室長

11
月
か
ら
工
事
の
最
盛
期
を

迎
え
る

町
内
13
カ
所
の
河
川
監
視

カ
メ
ラ
で
増
水
状
況
を
確
認

用
地
買
収
が
完
了
し
た
地
区

か
ら
工
事
を
発
注　

７月１日現在
河川整備延長の
約４割を工事発注

工事の進捗状況などを光都土木事
務所河川復興室の今中治夫室長に
聞きました。

❶江川川（東中山／延長＝ 0.79㌔）

　約６割の区間で工事を発注しています

❷庵川（平福～桑野／延長＝ 7.00㌔）
　すべての区間で工事を発注しています

❸幕山川（本郷～大垣内／延長＝ �.77㌔）
　約７割の区間で工事を発注しています

❹大日山川（上月～小日山／延長＝ 5.15㌔）
　約６割の区間で工事を発注しています
　また、環境に配慮した護岸整備も行っています

❺佐用川（久崎～延吉／延長＝ 17.91㌔）
　約３割の区間で工事を発注しています

❻千種川（東徳久～上郡町／延長＝ �0.97㌔）
　用地買収交渉が始まった段階で、工事発注は全
区間の１割未満です

　大日山川、幕山川、庵川では、ホタルが
生息しやすい護岸整備を進めています。
　また、すべての河川でアユやオオサン
ショウウオなど、魚や希少生物などに配慮
した護岸や魚道の整備も進めています。

魚や希少生物に配慮した

護岸（佐用川：吉福橋下流）

問光都土木事務所河川復興室　☎８２－２０４５　　

水害から２年―災害に強いまちをつくる
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あ
の
と
き
の

　
「
あ
り
が
と
う
」

　
　
　

を
伝
え
た
い

佐用町感謝
　　　と交流のつどい

　

災
害
か
ら
の
佐
用
町
の
復
興

を
支
援
し
て
く
だ
さ
っ
た
人
た

ち
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
、

被
災
地
佐
用
町
の
経
験
を
全
国

に
発
信
す
る
た
め
、
昨
年
に
引

き
続
き
「
佐
用
町
感
謝
と
交
流

の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
く
わ

し
く
は
、
配
布
す
る
チ
ラ
シ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

東
日
本
大
震
災

復
興
支
援
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

■
内
容　

関
西
学
院
大
学
教
授

　

室
崎
益
輝
さ
ん
の
基
調
報
告

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

■
会
場　

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー  

■
時
間　

午
後
２
時
～
午
後
４

　
　
　
　

時
30
分

ふ
れ
あ
い
喫
茶
と
写
真
展

■
会
場　

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

正
午
～
午
後
２
時

東
日
本
復
興
支
援
バ
ザ
ー

■
会
場　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

正
午
～
午
後
２
時

佐
用
高
校
書
道
部
に
よ
る

書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

■
会
場　

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

■
時
間　

午
後
１
時
～
１
時
30
分

ふ
れ
あ
い
屋
台

■
会
場　
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
時
間　

正
午
～
午
後
２
時

ラ
ジ
オ
関
西

マ
ル
チ
ラ
ジ
オ
カ
ー
の
展
示

■
会
場　

文
化
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

■
時
間　

正
午
～
午
後
２
時

問
企
画
防
災
課
復
興
企
画
室

　
　
　
　

 

☎
82
・
０
６
６
４

日21
8

く
わ
し
く
は
、
広
報
さ
よ

う
８
月
号
と
配
布
す
る
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■復興支援ボランティア募集
　「佐用町感謝と交流のつどい」の関連事業として、東
日本大震災被災地を支援するため、被災地で活動を希
望するボランティアを募集します。
・日　　程　８月 26 日㊎～ 28 日㊐
・活動場所　宮城県石巻市（予定）
・募集人数　20 人（応募多数の場合は抽選）
・応募資格　町内にお住まいのかた、通学・通勤して
　　　　　　いる高校生以上のかた
・参加費用　高校生：無料　その他：5,000 円　

　

一
昨
年
の
水
害
で
、
全
国

か
ら
届
け
ら
れ
た
15
㌧
の
炭
。

脱
臭
と
除
湿
に
効
果
が
あ
る

炭
は
、
浸
水
し
た
建
物
の
床

下
に
敷
き
詰
め
、
被
災
者
に

大
変
喜
ば
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
当
時
支
援
を
呼

び
か
け
た
被
災
地
Ｎ
Ｇ
Ｏ
恊
働

セ
ン
タ
ー
と
町
上
月
竹ち
く
た
ん炭
生
産

振
興
会
が
協
働
し
、
東
日
本
大

震
災
で
津
波
被
害
の
あ
っ
た
宮

城
県
石
巻
市
へ
約
１
㌧
の
竹
炭

を
送
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
竹
炭
作
り
は
、
東

日
本
大
震
災
の
被
災
地
を
視

察
し
た
セ
ン
タ
ー
代
表
の
村

井
雅
清
さ
ん
が
東
北
の
被
災

地
に
も
炭
の
必
要
性
を
実
感

し
、
セ
ン
タ
ー
の
ス
タ
ッ
フ

福
岡
洸
介
さ
ん
（
早
瀬
１
）

ら
が
、
６
月
上
旬
か
ら
町
内

の
窯
で
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

　

炭
焼
き
の
指
導
を
行
っ
た

生
産
振
興
会
会
長
の
内
海
義

隆
さ
ん
（
久
崎
）
は
「
一
昨

年
の
水
害
で
は
、
全
国
か
ら

支
援
し
て
も
ら
っ
た
。
こ
の

竹
炭
が
少
し
で
も
恩
返
し
に

な
れ
ば
」
と
期
待
を
込
め
て

い
ま
し
た
。

竹炭１㌧を宮城県石巻市へ

東日本大震災 被災地支援

竹炭で恩返し

竹炭が入った袋をトラックに積み込む様子

さよう
文化情報
センター

あのとき、全国各地から支援してもらったこと

絶対に忘れない

　東日本大震災直後から６月末まで、
町民の皆さんをはじめ、多くのかたに
ご協力をお願いしていました義援金に
ついて、このほど第２次分として 47
万 9,171 円を兵庫県義援金募集委員
会へ送金しました。
　お寄せいただいた義援金は、第１次
送金分と合わせ、総額 1,828 万 641
円となりました。
　皆様のあたたかいご協力ありがとう
ございました。

東日本大震災義援金

ご協力ありがとうございました

総額

  1,828 万 641 円
　　　　　　　　を送金

レクイエム・プロジェクト　in 佐用町

　昨年 11 月から町民有志が合唱練習を重ねているレク
イエム・プロジェクトでは、町と共催で復興支援コンサ
ートを開催します。
　プロの声楽家による唱歌や、佐用町をイメージした新
しい歌、そしてオーケストラとともに奏でる鎮魂と希望
のレクイエムを、ぜひ会場でお聴きください。
　また「災害から２年　大切ないのち、そしてふるさと
」をテーマに 100 ～ 200 文字程度で、追悼または未来
へ向かう希望あふれるメッセージを募集します。
　メッセージの送付先や入場整理券など、くわしくは配
布するチラシをご覧ください。

コンサートへのメッセージを募集

大切な “ いのち ”
　そして “ ふるさと ” への思いを
　　　　　　　　　　　歌に込めて

日28
8

さよう文化情報センター
午後２時～４時

問生涯学習課　☎８２－３３３６問会計課　☎８２－０６６３

　

７
月
12
日
、
東
日
本
大
震

災
で
被
災
し
た
子
ど
も
た
ち

に
入
園
グ
ッ
ズ
を
送
る
支
援

を
行
っ
た
家
政
科
の
あ
る

県
立
６
高
校
の
生
徒
た
ち
が
、

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

　

報
告
会
に
は
、
佐
用
、
山
崎
、

小
野
工
業
、
西
脇
、
社
、
松

陽
の
６
高
校
の
生
徒
約
50
人

が
参
加
。
生
徒
た
ち
は
、
分

担
し
て
通
園
バ
ッ
ク
や
弁
当

袋
、
防
災
座
布
団
な
ど
を
手

作
り
し
、
１
０
０
セ
ッ
ト
を

石
巻
市
と
女
川
町
の
避
難
所

へ
届
け
ま
し
た
。

　

代
表
し
て
５
月
25
、
26
日

に
被
災
地
入
り
し
た
佐
用
高

校
家
政
科
の
長
井
親み

ず

き

珠
希
さ

ん
（
久
崎
）
が
、
現
地
の
様

子
を
報
告
。
一
昨
年
の
水
害

で
自
宅
が
床
上
浸
水
の
被
害

を
受
け
た
長
井
さ
ん
は
「
被

災
地
の
様
子
が
２
年
前
の
佐

用
町
と
重
な
り
、
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
た
。
で
も
、
支
援

を
し
て
被
災
者
に
少
し
で
も

喜
ん
で
も
ら
え
て
良
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
生
徒
た
ち
は
今

後
の
支
援
に
つ
い
て
協
議
し
、

こ
れ
か
ら
も
継
続
し
て
支
援

す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

今後も継続した支援を

今後の支援について話し合う生徒たち

入園グッズで東日本被災地支援

県立６高校が活動報告会

�7

問町社会福祉協議会　☎７８－１２１２
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より良い教育・保育環境をつくるシリーズ

校区説明会でお聴きした皆さんのVol. ５

より良い教育・保育環境をつくるシリーズ

　町では、６月 13 日から 28 日まで、すべての小学校区で説
明会を開催し、学校・園の規模適正化推進計画（案）につい
て町の考え方を説明し、皆さんの声をお聴きしました。
　今月号では、各会場で出たご質問やご要望、それに対する
町の考え方、その他様々なご意見を紹介し、規模適正化にか
かる町の基本方針についてお知らせします。
　なお、同じ内容のご意見は、一つにまとめて掲載しています。

佐
用
町
教
育
振
興

基
本
計
画
に
つ
い
て

①
20
人
の
策
定
委
員
を
公
表
し

て
ほ
し
い
（
利
神
）

　

兵
庫
教
育
大
学
教
授

を
委
員
長
に
、
小
・
中
学
校
代

表
校
長
と
教
諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
自

治
会
、
地
域
づ
く
り
協
議
会
の

代
表
、
公
募
委
員
３
人
で
す
。

学
校
規
模
適
正
化
の

必
要
性
に
つ
い
て

❶
教
育
効
果
の
観
点

①
久
崎
小
が
で
き
て
か
ら

１
０
０
年
以
上
が
た
ち
、
統
合

で
出
身
校
が
な
く
な
る
の
は
残

念
だ
。
宍
粟
市
で
は
山
村
留
学

で
児
童
を
募
集
し
て
い
る
（
久

崎
）　

宍
粟
市
の
山
村
留
学

の
取
り
組
み
で
は
、
児
童
生
徒

数
が
増
え
ず
、
結
果
的
に
、
宍

粟
市
も
２
年
前
か
ら
学
校
規
模

の
適
正
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

②
切
磋
琢
磨
が
本
当
に
良
い
の

か
（
佐
用
）

　

適
正
な
人
数
で
お
互

い
が
競
い
合
う
こ
と
の
で
き
る

環
境
が
望
ま
し
い
。

③
特
別
支
援
学
級
は
、
統
合
後

も
設
置
す
る
の
か
（
中
安
）

　
　

県
教
委
と
相
談
し
て

設
置
す
る
。

　
④
少
人
数
か
ら
大
人
数
に
な
る

こ
と
へ
の
子
ど
も
の
対
応
は

（
徳
久
）

　
　

特
に
支
援
の
必
要
な

子
ど
も
に
対
し
て
は
、
今
も
ス

ク
ー
ル
ア
シ
ス
タ
ン
ト
を
配
置

し
て
い
る
。
統
合
後
も
同
様
に

対
応
し
た
い
。

⑤
規
模
適
正
化
の
問
題
は
、
少

子
高
齢
化
が
そ
の
根
底
に
あ
る

の
が
原
因
だ
が
、
町
の
少
子
化

対
策
は
ど
う
な
の
か
（
徳
久
、

利
神
、
久
崎
、
中
安
、
三
日
月
）

　

少
子
高
齢
化
は
、
佐

用
町
だ
け
で
な
く
全
国
的
な
問

題
。
近
隣
の
宍
粟
市
や
上
郡
町

で
も
同
様
の
問
題
で
、
規
模
適

正
化
を
進
め
て
い
る
。

　

町
と
し
て
も
、
宅
地
造
成
、

町
営
住
宅
や
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
建
設
、
公
共
交
通
の
整

備
や
乳
幼
児
等
医
療
費
の
助
成

な
ど
、
若
者
が
定
住
し
子
育
て

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

を
基
盤
と
し
た
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
し
て
、
み
ん
な
が

住
ん
で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。
今

後
も
継
続
し
て
推
進
し
て
い
き

た
い
。

⑥
地
域
づ
く
り
協
議
会
で
の
協

議
を
強
制
さ
れ
て
も
困
る
。
町

側
も
も
っ
と
関
わ
る
べ
き
だ

（
幕
山
）

　

決
し
て
地
域
づ
く
り

協
議
会
だ
け
で
協
議
す
る
も
の

で
は
な
い
。
今
後
、
よ
り
幅
広

い
住
民
が
参
加
す
る
懇
談
会
、

協
議
会
な
ど
で
積
極
的
に
協
議

し
て
い
き
た
い
。　

⑦
学
校
の
規
模
に
よ
っ
て
、
学

力
テ
ス
ト
の
結
果
に
差
が
あ
る

の
か
。
ま
た
子
ど
も
の
順
応
性

は
（
三
河
）

　

学
校
間
で
の
テ
ス
ト

結
果
の
比
較
は
行
っ
て
い
な
い

が
、
ど
の
学
校
も
国
、
県
の
平

均
点
と
大
き
な
差
は
な
い
。
順

応
性
は
、
児
童
数
の
少
な
い
小

学
校
か
ら
中
学
校
に
移
る
と
最

初
は
戸
惑
う
が
す
ぐ
に
慣
れ
て

い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。

⑧
豊
か
な
人
間
形
成
と
学
校
統

合
は
関
連
性
が
な
い
の
で
は

（
三
日
月
）

　

統
合
に
よ
っ
て
、
い

ろ
ん
な
友
だ
ち
と
の
出
会
い
か

ら
「
気
づ
き
」
を
得
ら
れ
る
な

ど
、
人
間
形
成
に
影
響
を
与
え

る
と
考
え
る
。

❷
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
の

　

観
点

①
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は

い
つ
実
施
し
た
の
か
。
そ
の
内

容
は
公
開
し
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
自
治
会
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
は
実
施
し
な
い
の
か

（
利
神
、
上
月
、
三
河
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
平

成
23
年
１
月
に
保
育
園
、
小
・

中
学
校
保
護
者
、
教
員
を
対

象
に
実
施
し
た
。
選
択
肢
は
、

「
積
極
的
に
推
進
」「
止
む
を
得

な
い
」「
現
状
の
ま
ま
で
良
い
」

の
３
つ
。
結
果
は
、
積
極
的
に

推
進
が
14
・
８
㌫
、
止
む
を
得

な
い
が
57
・
１
㌫
で
あ
っ
た
。

　

ま
た
、
今
後
は
、
住
民
の
皆

さ
ん
に
協
議
い
た
だ
く
懇
談
会

を
設
け
る
の
で
、
自
治
会
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
は
必
要
な
い
と
考

え
て
い
る
。

（
※
６
月
21
日
に
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
結
果
を
公
開
）

②
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
、
統

合
を
積
極
的
に
推
進
す
る
が

14
・
８
㌫
だ
が
、
止
む
を
得
な

い
と
回
答
し
た
か
た
も
含
め
、

そ
れ
以
外
の
か
た
は
、
統
合
を

望
ん
で
は
い
な
い
（
三
日
月
）

　

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は

別
に
し
、
多
く
の
住
民
が
こ
の

ま
ま
存
続
し
て
い
き
た
い
と
い

う
思
い
が
あ
る
。
た
だ
、
町
と

し
て
は
、
現
状
を
説
明
し
今
後

の
方
向
性
を
示
し
て
、
住
民
の

皆
さ
ん
と
共
に
こ
の
問
題
を
考

え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

【
意
見
】

①
利
神
小
は
平
成
６
年
に
統
合

し
、
統
合
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ
メ

リ
ッ
ト
を
よ
く
知
っ
て
い
る
。

佐
用
小
校
区
の
か
た
は
、
規
模

の
大
き
い
佐
用
小
が
、
統
合
後

の
佐
用
地
域
の
小
学
校
に
な
る

と
い
う
思
い
で
ア
ン
ケ
ー
ト
に

賛
成
し
て
い
る
の
で
は（
利
神
）

　
②
こ
の
問
題
は
、
若
い
人
た
ち

で
考
え
る
べ
き
（
三
日
月
）

③
子
ど
も
た
ち
が
喜
ぶ
再
編
を

考
え
て
ほ
し
い
（
三
日
月
）

❸
学
校
運
営
の
観
点

①
複
式
学
級
の
設
置
基
準
が
２

学
年
で
14
人
と
な
っ
て
い
る

が
、
保
護
者
で
話
し
合
う
こ
と

に
よ
っ
て
、
そ
の
基
準
が
変
わ

る
の
か
（
久
崎
）

　

変
わ
ら
な
い
。
県
の

基
準
で
は
、
14
人
以
下
で
あ
れ

ば
１
年
生
を
除
き
自
動
的
に
複

式
学
級
と
な
る
。

学
校
規
模
適
正
化
に

関
す
る
基
本
方
針
に

つ
い
て

❶
推
進
期
間

①
懇
談
会
は
設
置
す
る
の
か →

→

→

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

小中学校・保育園規模適正化

６月 16 日に行われた幕山小学校の説明会の様子
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（
幕
山
）

　

今
後
、
各
校
区
で
協

議
し
設
置
す
る
。

②
町
が
学
校
統
合
を
明
確
に
し

て
推
進
し
て
ほ
し
い
（
江
川
）

　

町
か
ら
の
押
し
付
け

と
と
ら
え
ら
れ
る
の
で
、「
規

模
適
正
化
」
と
い
う
表
現
に

な
っ
た
が
、
今
後
、
住
民
の
合

意
形
成
を
大
事
に
し
て
進
め
て

い
き
た
い
。

③
統
合
が
本
当
に
必
要
な
ら

ば
、す
ぐ
に
実
施
す
れ
ば
よ
い
。

試
行
的
な
期
間
を
設
け
る
こ
と

は
で
き
な
い
の
か
（
江
川
）　

　

複
式
学
級
の
あ
る
学

校
を
優
先
に
考
え
た
い
が
、
こ

の
説
明
会
で
は
ま
ず
現
状
を

知
っ
て
ほ
し
い
。
今
後
設
置
す

る
懇
談
会
な
ど
で
よ
り
協
議
を

深
め
、
合
意
が
で
き
た
と
こ
ろ

か
ら
適
正
化
を
進
め
る
。

④
統
合
あ
り
き
の
説
明
会
な
の

で
は
（
中
安
）

　

あ
く
ま
で
計
画
（
案
）

を
基
に
説
明
し
て
い
る
。
今
後

懇
談
会
な
ど
で
、
具
体
的
に
協

（
利
神
）

　

目
標
と
す
る
規
模
は
、

小
学
校
で
１
地
域
に
１
校
。
適

正
化
規
模
の
目
標
児
童
数
を

１
２
０
人
以
上
と
し
て
い
る
た

め
、
少
し
で
も
適
正
規
模
校
に

近
づ
け
た
い
と
考
え
て
い
る
。

③
校
区
が
広
く
な
れ
ば
、
時
間

的
な
制
約
で
、
ク
ラ
ブ
活
動
が

で
き
な
く
な
る
の
で
は（
利
神
）

　

制
約
は
あ
る
と
思
う

が
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
工
夫
を

し
な
が
ら
活
動
を
進
め
た
い
。

④
統
合
後
、
児
童
生
徒
数
や
学

級
数
に
よ
っ
て
教
職
員
定
数
が

変
わ
る
と
思
う
が
、
そ
の
点
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か（
上
月
、

中
安
）

　

統
合
後
の
教
職
員
の

配
置
は
、
県
の
設
置
基
準
に
基

づ
い
て
実
施
す
る
が
、
現
在
の

教
員
数
よ
り
は
減
少
す
る
見
込

み
で
あ
る
。

⑤
○
○
小
分
校
と
し
て
、
今
の

学
校
を
残
せ
な
い
の
か（
中
安
）

　

規
模
適
正
化
は
、
あ

く
ま
で
複
式
学
級
の
解
消
が
大

き
な
狙
い
。
分
校
で
は
、
校
長

や
教
頭
な
ど
管
理
職
が
本
校
と

兼
務
に
な
り
、
不
在
な
ど
に

よ
っ
て
不
都
合
が
生
じ
る
可
能

性
が
あ
る
。

⑥
今
は
少
人
数
で
部
活
種
目
も

少
な
い
（
三
日
月
）

　

そ
う
し
た
デ
メ
リ
ッ

ト
の
解
消
の
た
め
に
も
適
正
化

規
模
を
推
進
し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

①
小
学
校
で
一
生
懸
命
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
し
て
も
、
中
学
校
に

は
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
が
な
い
。

統
合
に
よ
っ
て
部
が
で
き
る
な

ら
ば
、
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
話
し

て
も
ら
え
れ
ば
（
利
神
）

❹
校
区
再
編
に
関
す
る

　

基
本
的
な
考
え
方

①
中
学
校
生
徒
数
の
規
模
を
収

容
で
き
る
既
存
の
学
校
は
、
佐

用
中
学
校
し
か
な
い
が
、
築
年

数
が
古
い
の
で
は
（
利
神
）

　

で
き
る
か
ぎ
り
既
設

の
学
校
を
利
用
す
る
こ
と
を
考

え
て
い
る
。

②
児
童
生
徒
数
の
根
拠
は
、
何

を
基
に
し
て
い
る
の
か
。ま
た
、

転
入
や
転
出
を
考
慮
し
て
い
る

の
か
（
幕
山
、
久
崎
）

　

平
成
21
年
度
の
０
歳

児
を
基
準
と
し
、
予
測
数
は
平

成
12
年
か
ら
21
年
ま
で
の
平
均

減
少
率
で
算
出
し
て
い
る
。
ま

た
、
児
童
生
徒
の
転
入
や
転
出

は
考
慮
し
て
い
な
い
。

③
小
・
中
学
校
適
正
化
後
の
学

校
立
地
案
は
（
利
神
）

　

中
学
校
は
町
全
体
で

１
校
。
収
容
規
模
な
ど
を
考
慮

し
、
佐
用
中
学
校
の
可
能
性
が

高
い
。
ま
た
小
学
校
は
各
地
域

１
校
ず
つ
の
計
４
校
。
場
所
は

決
定
し
て
い
な
い
。

④
通
学
方
法
は
ど
う
な
る
の

か
。
ま
た
、
通
学
距
離
の
基
準

は
小
学
校
４
㌔
、
中
学
校
６
㌔

だ
が
、
徒
歩
や
自
転
車
通
学
の

距
離
よ
る
具
体
的
な
基
準
が
あ

る
の
か
（
利
神
）

　

通
学
方
法
は
、
ス
ク
ー

ル
バ
ス
や
鉄
道
、
さ
よ
さ
よ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
公

共
交
通
機
関
を
活
用
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

　

距
離
に
よ
る
基
準
は
、
本
町

が
中
山
間
地
の
た
め
そ
の
基
準

に
合
わ
な
い
。

　

ま
た
、現
状
の
通
学
時
間
は
、

中
学
校
が
自
転
車
で
60
分
、
小

学
校
が
徒
歩
で
50
分
。
統
合
後

は
、
で
き
る
だ
け
50
分
以
内
で

通
学
で
き
る
よ
う
に
検
討
し
て

い
き
た
い
。

⑤
複
式
学
級
が
あ
る
学
校
を
優

先
に
し
て
進
め
て
い
く
と
明
言

し
た
ほ
う
が
良
い
。
地
域
の
実

情
に
合
っ
た
説
明
を
（
幕
山
）

　

校
区
ご
と
に
保
護
者

会
の
意
見
交
換
会
な
ど
を
開
催

し
、協
議
を
重
ね
て
い
き
た
い
。

⑥
中
学
校
の
統
合
は
10
年
後

か
。
早
け
れ
ば
10
年
よ
り
も
早

く
統
合
に
な
る
の
か
（
上
月
）

　

計
画
は
10
年
と
し
て

い
る
が
、
10
年
以
内
の
段
階
的

な
統
合
も
あ
り
え
る
。

⑦
中
学
校
は
、
町
内
に
１
校
で

確
定
な
の
か
（
上
月
）

　

子
ど
も
の
人
数
が
減

る
な
か
、
２
校
残
し
て
も
す
ぐ

に
統
合
を
検
討
せ
ざ
る
を
得
な

い
。
長
期
的
視
点
か
ら
１
校
が

良
い
と
考
え
て
い
る
。

⑧
三
土
中
の
統
合
調
整
は
ど
う

す
る
の
か
（
徳
久
）

　

宍
粟
市
の
教
育
委
員

会
と
協
議
し
て
決
め
て
い
き
た

い
。

⑨
三
日
月
地
域
に
小
学
校
１
校

だ
が
、
今
後
子
ど
も
が
減
っ
た

ら
ど
う
な
る
の
か
（
三
日
月
）

　

三
日
月
小
は
、
現
時

点
で
は
複
式
学
級
の
設
置
が
見

込
ま
れ
な
い
。
ま
た
各
地
域
に

は
小
学
校
を
１
校
残
し
た
い
。

⑩
通
学
に
負
担
が
か
か
り
、
家

庭
学
習
に
不
都
合
が
生
じ
る

（
三
日
月
）

　

統
合
後
は
、
通
学
時

間
を
50
分
以
内
に
目
指
し
た

い
。

⑪
今
後
、
懇
談
会
設
置
か
ら
全

体
計
画
・
個
別
計
画
の
策
定
・

実
施
ま
で
の
３
年
間
で
、
全
て

の
地
域
に
複
式
学
級
が
で
き
る

の
で
は
（
利
神
）

→

→

→

→

（
次
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

議
を
進
め
て
い
き
た
い
。

❷
学
校
規
模
適
正
化
の
推

　

進
に
関
す
る
重
点
事
項

①
開
か
れ
た
学
校
、
地
域
と
の

か
か
わ
り
を
大
切
に
す
る
た

め
、
住
民
が
集
ま
り
や
す
い
よ

う
に
駐
車
場
な
ど
施
設
面
で
配

慮
を
お
願
い
し
た
い
（
利
神
）

　

懇
談
会
で
考
え
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
同
士
の
連
携
も
視
野
に

入
れ
て
い
き
た
い
。

②
統
合
に
よ
っ
て
、
ス
ク
ー
ル

バ
ス
で
通
学
す
る
子
ど
も
た
ち

が
い
る
地
域
で
は
、
休
日
に
送

迎
で
き
ず
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
練
習
な
ど
に

参
加
で
き
な
く
な
る
子
ど
も
も

出
て
く
る
の
で
は
（
利
神
）

　

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
の
運
営
な
ど
は
、

各
地
域
で
も
協
議
し
て
も
ら
い

た
い
。

③
統
合
に
よ
っ
て
、
稲
作
り
や

餅
つ
き
な
ど
地
域
の
ふ
れ
あ
い

の
機
会
が
減
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
る
。
行
政
と
し
て
何
か
手
立

て
が
必
要
で
は
（
上
月
）

　

何
が
必
要
か
を
、
保

護
者
も
含
め
地
域
全
体
で
考
え

る
機
会
を
設
け
て
検
討
し
て
い

き
た
い
。

　
④
平
福
小
の
時
に
は
歩
い
て
運

動
会
に
行
っ
て
い
た
が
、
利
神

小
に
な
っ
て
車
が
な
い
と
行
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
（
利

神
）　

学
校
が
近
い
こ
と
は

良
い
こ
と
だ
が
、
地
域
の
つ
な

が
り
と
し
て
、
各
旧
町
単
位
の

地
域
に
１
校
残
す
案
を
示
し
て

い
る
。

⑤
財
政
が
厳
し
い
か
ら
、
学
校

を
統
合
す
る
の
か
（
三
河
、
江

川
）　

財
政
面
で
、
統
合
を

進
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

⑥
小
中
一
貫
校
で
、
学
校
を
残

す
方
法
を
検
討
で
き
な
い
か

（
三
日
月
）

　

小
中
一
貫
は
、
実
施

に
向
け
て
ハ
ー
ド
ル
が
高
く
、

ま
た
制
度
化
さ
れ
て
い
な
い
た

め
弊
害
も
多
い
。

【
意
見
】

①
１
学
年
に
９
ク
ラ
ス
も
あ
る

大
規
模
校
出
身
な
の
で
、
小
規

模
校
で
は
、
子
ど
も
が
地
域
に

可
愛
が
っ
て
も
ら
い
少
人
数
制

が
良
か
っ
た
。
た
だ
、
野
球
部

が
存
続
で
き
な
く
な
る
規
模
で

は
、統
合
は
止
む
を
得
な
い（
三

日
月
）

❸
目
標
と
す
る
学
校
の

　

規
模

①
小
さ
い
学
校
が
大
き
い
学
校

へ
統
合
す
る
よ
う
だ
が
、
小
規

模
校
の
方
が
地
域
と
の
か
か
わ

り
が
深
い
。
佐
用
地
域
の
小
学

校
を
２
校
に
で
き
な
い
か
（
利

神
）　

佐
用
地
域
の
学
校
が

１
つ
に
な
っ
て
も
、
大
規
模
校

に
は
な
ら
な
い
。
統
合
後
に
す

ぐ
に
再
統
合
す
る
こ
と
は
避
け

た
い
。

②
佐
用
地
域
は
、
他
の
地
域
よ

り
も
規
模
が
大
き
い
が
、
な
ぜ

小
学
校
が
１
校
に
な
る
の
か

６月 14 日に行われた利神小学校の説明会の様子
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現
在
、
す
で
に
複
式

学
級
を
設
置
し
て
い
る
校
区
を

最
優
先
に
進
め
て
い
き
た
い
。

⑫
佐
用
小
、
利
神
小
、
江
川
小

が
統
合
す
る
と
、
ど
こ
が
新
し

い
小
学
校
に
な
る
の
か（
利
神
）

　

収
容
規
模
か
ら
考
え

れ
ば
、
佐
用
小
と
な
る
可
能
性

が
高
い
が
、
決
定
で
は
な
い
。

⑬
江
川
小
と
利
神
小
が
統
合
し

た
場
合
、
三
日
月
小
よ
り
も
生

徒
数
が
多
く
な
る
。
江
川
小
と

利
神
小
が
統
合
し
た
後
に
、
佐

用
小
と
統
合
と
い
う
こ
と
が
で

き
な
い
の
か
（
利
神
、
江
川
）

　

町
が
目
指
す
規
模
は
、

江
川
小
と
利
神
小
が
統
合
し
て

も
、
ま
た
数
年
後
に
統
合
の
検

討
が
必
要
。佐
用
小
と
江
川
小
、

そ
の
後
利
神
小
と
い
う
よ
う
に

段
階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

⑭
上
月
地
域
の
小
学
校
は
１
校

に
な
る
よ
う
だ
が
、
小
学
校
は

ど
こ
に
な
る
の
か
（
上
月
）

　

学
校
の
立
地
や
収
容

規
模
か
ら
考
え
れ
ば
、
上
月
小

学
校
と
な
る
可
能
性
が
高
い

が
、
決
定
で
は
な
い
。

⑮
上
月
地
域
の
統
合
計
画
は

（
上
月
）

　

幕
山
小
、
上
月
小
、

久
崎
小
の
３
校
を
同
時
に
統
合

す
る
こ
と
は
難
し
い
。例
え
ば
、

幕
山
小
と
上
月
小
、
次
に
久
崎

小
と
上
月
小
と
い
う
よ
う
に
段

階
的
に
進
め
て
い
き
た
い
。

⑯
南
光
地
域
の
統
合
計
画
は
。

地
理
的
に
は
徳
久
小
に
な
る
の

か
（
徳
久
）

　

学
校
の
立
地
条
件
も

含
め
、
今
後
懇
談
会
や
協
議
会

で
検
討
す
る
。

【
意
見
】

①
行
政
が
、
立
地
も
含
め
具
体

的
案
を
示
し
て
説
明
し
て
ほ
し

い
（
利
神
）　

今
後
の
取
り
組
み
と

全
体
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て

①
統
合
の
話
は
、
町
外
の
人
か

ら
平
成
22
年
12
月
の
神
戸
新
聞

に
掲
載
し
て
い
る
と
聞
い
た
。

平
成
23
年
１
月
に
実
施
し
た
ア

ン
ケ
ー
ト
に
回
答
し
た
が
、
事

前
に
中
学
校
１
校
、
小
学
校
４

校
と
は
聞
い
て
い
な
い
。
保
護

者
が
そ
れ
を
聞
い
て
い
て
回
答

す
る
の
で
あ
れ
ば
理
解
で
き
る

が
、
今
後
統
合
の
話
が
な
く
な

る
こ
と
は
な
い
の
か
（
利
神
）

　

統
合
後
の
学
校
数
が
、

ア
ン
ケ
ー
ト
実
施
前
に
掲
載
さ

れ
た
の
は
事
実
だ
が
、
原
案

は
、
教
育
上
の
観
点
も
含
め
総

合
的
に
示
し
た
も
の
で
、
今
後

の
協
議
に
よ
っ
て
、
統
合
が
な

く
な
る
こ
と
が
な
い
と
は
言
え

な
い
。

②
先
生
た
ち
は
、
学
校
統
合
を

ど
う
考
え
て
い
る
の
か（
利
神
）

　

教
職
員
に
も
、
地
域

の
懇
談
会
に
参
加
し
て
意
見
を

述
べ
て
ほ
し
い
。

③
通
学
手
段
や
方
法
を
協
議
す

る
機
会
を
設
け
て
ほ
し
い
（
幕

山
）　

懇
談
会
や
協
議
会
な

ど
で
議
論
す
る
場
を
設
け
る
。

④
統
合
に
は
不
安
も
期
待
も
あ

る
。
住
民
と
の
十
分
な
話
し
合

い
を
踏
ま
え
て
ほ
し
い
。
ま
た

説
明
会
で
終
わ
り
に
す
る
の
で

は
な
く
、
幅
広
い
地
域
住
民
を

対
象
に
十
分
な
説
明
を
し
て
ほ

し
い
。（
幕
山
、
三
河
）

　

関
連
性
が
深
い
地
域

づ
く
り
協
議
会
で
も
十
分
な
議

論
を
深
め
て
ほ
し
い
。
ま
た
、

保
育
園
や
学
校
、
地
域
づ
く
り

協
議
会
な
ど
で
要
望
が
あ
れ

ば
、
説
明
の
場
を
持
ち
た
い
。

⑤
三
土
中
に
つ
い
て
、
宍
粟
市

は
佐
用
町
よ
り
も
統
合
が
早
く

な
る
と
聞
い
て
い
る
（
三
河
）

　

宍
粟
市
と
協
議
し
な

が
ら
、
同
一
歩
調
で
進
め
て
い

き
た
い
。

メ
リ
ッ
ト
と
デ
メ

リ
ッ
ト
に
つ
い
て

①
複
式
学
級
は
短
所
ば
か
り
な

の
か
（
江
川
、
幕
山
）

　

短
所
ば
か
り
で
は
な

い
が
、
同
学
年
１
学
級
で
学
習

す
る
こ
と
が
基
本
的
に
望
ま
し

い
と
考
え
る
。

②
人
数
的
に
は
統
合
せ
ざ
る
を

得
な
い
が
、
文
科
省
が
示
し
た

大
規
模
校
と
小
規
模
校
の
メ

リ
ッ
ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
は
、
統

合
あ
り
き
で
は
と
考
え
ら
れ
る

（
徳
久
、
三
日
月
）

　

適
正
規
模
を
目
指
し

て
統
合
を
検
討
す
べ
き
だ
が
、

佐
用
町
で
は
統
合
し
て
も
小
規

模
校
に
し
か
な
ら
な
い
。
あ
く

ま
で
参
考
と
し
て
見
て
ほ
し

い
。

保
育
園
に
つ
い
て

①
石
井
、
長
谷
保
育
園
が
再
編

の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い

が
、
具
体
案
が
提
示
さ
れ
て
い

な
い
。
町
と
し
て
具
体
案
を
示

し
て
か
ら
説
明
を
す
る
べ
き
で

は
（
利
神
）

　

保
育
園
に
は
校
区
が

な
く
、
今
後
、
保
育
園
単
位
で

協
議
の
場
を
持
ち
た
い
。

②
地
域
に
子
ど
も
の
姿
が
な
く

な
り
寂
し
い
思
い
を
し
て
い

る
。
地
域
の
人
に
愛
さ
れ
育
っ

て
い
く
の
が
大
事
だ
と
思
う

（
久
崎
）

　

再
編
に
よ
っ
て
、
園

児
と
ふ
れ
あ
う
機
会
が
減
る
か

も
し
れ
な
い
が
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
様
々
な
機
会
を
通
じ
て
、

地
域
で
の
交
流
を
深
め
て
ほ
し

い
。

③
保
育
園
の
枠
組
み
は
、
決
定

し
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
か

（
中
安
）

　

枠
組
み
は
決
定
し
て

い
な
い
。
今
後
、
検
討
し
て
い

き
た
い
。

④
現
在
は
、
保
育
士
を
募
集
し

て
も
応
募
が
少
な
い
よ
う
だ

が
、
再
編
す
る
と
保
育
士
の
応

募
が
増
え
る
の
か
（
三
日
月
）

　

再
編
と
応
募
数
の
関

連
性
は
な
い
。
再
編
に
よ
っ
て

保
育
士
の
知
識
や
技
能
が
向
上

す
る
と
考
え
て
い
る
。

【
意
見
】

①
町
と
し
て
、
保
育
士
の
育
成

と
人
材
確
保
も
考
え
て
欲
し
い

（
久
崎
）

地
域
づ
く
り
協
議
会

に
つ
い
て

①
地
域
づ
く
り
協
議
会
が
発
足

し
て
５
年
。
学
校
と
と
も
に
地

域
づ
く
り
を
進
め
て
き
た
地
域

も
あ
る
。
地
域
づ
く
り
協
議
会

の
意
見
も
十
分
に
反
映
し
て
も

ら
い
た
い
（
江
川
、
中
安
）

　

規
模
適
正
化
の
問
題

は
、
子
ど
も
や
保
護
者
だ
け
で

な
く
、
地
域
の
課
題
と
し
て
考

え
て
い
る
。
地
域
づ
く
り
協
議

会
を
通
じ
、
一
緒
に
な
っ
て
協

議
を
深
め
て
い
き
た
い
。

②
地
域
づ
く
り
協
議
会
の
再
編

は
考
え
て
い
る
の
か
（
江
川
）

　

当
面
は
変
わ
ら
な
い
。

③
学
校
統
合
後
、
地
域
の
活
力

が
弱
ま
っ
て
い
く
の
は
仕
方
な

い
が
、
統
合
後
も
子
ど
も
が
、

地
元
の
行
事
に
参
加
で
き
る
仕

組
み
は
で
き
な
い
か 

（
利
神
）

　

地
域
の
大
き
な
課
題

と
し
て
、
地
域
づ
く
り
協
議
会

で
議
論
し
て
ほ
し
い
。

④
統
合
後
、
使
用
さ
れ
な
く

な
っ
た
学
校
施
設
の
利
活
用
は

（
利
神
、
中
安
、
徳
久
）

　

現
在
、
施
設
の
利
活

用
の
方
針
は
決
定
し
て
い
な

い
。
今
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

と
町
が
協
議
を
し
て
決
め
て
い

き
た
い
。

→

→

→

学校・園規模適正化に関する基本方針
■推進期間

学　校
保育園

　平成 23 年度から 32 年度までの 10 年間で、「複式学級の解消」を優先に実施します

　学校の規模適正化と調整を図りながら、平成 23 年度から 29 年度までの７年間で
実施します

■重点事項
　地域や保護者のかたの理解と協力を得ながら、長期的な視点で段階的に推進します

■目標とする学校・保育園の規模
学　校

保育園

　小学校は、１学級 20 ～ 24 人程度・１学校 120 人以上、通学距離・通学時間・地
理などを考慮し、１地域に１小学校を基本とします
　中学校は、１学級 25 ～ 29 人程度・１学年２学級以上・１学校 240 人以上とし、
計画の最終年度である平成 34 年度でも適正規模にならないため、１町１校を目指し
ます

　目標とする規模は設定していません。学校の規模適正化の枠組みや保育園保護者、
地域の皆さんの意見を参考にして、再編を考えていきます

■推進方法

小学校区単位で
説明会

保育園・各校区の
「懇談会」を設置

保育園・新校区の
「協議会」を設置

ＰＴＡ・保育園
保護者会などと
随時意見交換会

保護者や地域のかたと協議 校区の代表と新校区の
方針を具体的に協議

平成 23 年６月に開催

問教育委員会　☎８２－２４２４　　健康福祉課社会福祉推進室　☎８２－０６６１　



1415

明るく楽しい話題がありましたら広報室までご連絡ください。
総務課広報室　☎８２－２５４９

まちのわだい

FLASH  NEWS

感謝の気持ちを込めて
「ゆう・あい・いしい」で 10 周年イベント

　６月 26 日、上石井で地域活性化に取り組
む有限会社「ゆう・あい・いしい」の設立
10 周年の記念行事が行われました。
　今回の行事では、これまでの感謝の気持
ちを込めて、餅つきや地元産の野菜販売、
岡山県西粟倉村の「あわくら太鼓」が披露
されました。
　代表取締役を務める山下祐一さん（青木）
は「これまで運営できたのも、地域をはじ
め多くの皆さんのおかげ。今後はこれまで
と同様、地域の憩いや生きがいづくりの場
として頑張っていきたい」と話していました。 杵つき餅をつく参加者

　７月 17 日、ふれあいの里上月内にある
上月ブルーベリーの村で町内産のブルーベ
リーをＰＲするイベントが行われました。
　４年前に地元農家を中心に 13 軒で「上
月ブルーベリーの村実行委員会」を結成し、
挿し木から約 200 本の木を育てました。来
年には、摘み取り園が開園される予定です。
訪れた皆さんは、ブルーベリーの摘み取り
体験や抽選会などで楽しんでいました。
　実行委員会の会長を務める野村眞義さん

（櫛田）は「町の新たな特産品として売り出
し、地域活性化につなげたい」と意気込み
を語っていました。 ブルーベリーを摘み取りうれしそうな子どもたち

新たな町の特産品として
上月ブルーベリーの村　

この笑顔に会いにきてください

地域のつながりの場として

　7 月２、３日に平福の「ぎゃらりーほっと」
で手作りの小物作品展が行われました。
　道路を挟んでお茶飲み処も開くこの場所
は、平成 19 年にオープン。中野恵子さん（南
新町）ら平福在住の４人の皆さんが、ひな
祭りなど節目ごとに作品展を開催していま
す。今回は、庵逧協子さん（奥金近）と梅
本純世さん（奥金近）作成のネックレスや
パッチワークなどの作品を展示。スタッフ
の皆さんは「まだ地域に眠っている作品が
あるはず。この場所を通じ、いろんなつな
がりが生まれれば」と期待を込めていました。

「ぎゃらりーほっと」で展示会

集落で防災意識を高める

　7 月３日、延吉集落の集会所で、恒例のふ
れあい祭りが行われました。
　３１回目となるこの催しには、子どもか
ら大人まで約 80 人が参加。カラオケ大会や
抽選会などが行われ、会場は終始賑やかな
声に包まれていました。
　また、今年は従来の内容に加え、「災害防
災意識を高めよう」と題し、防災に関わる
講習会を開催。集落役員から、防災マップ
づくりの進捗状況や災害時要援護者の取り
組みなどの講話があり、参加者の皆さんは、
熱心に耳を傾けていました。

延吉集落

災害に関する講習を行う様子

　さよう子どもアートスクールの皆さんが、
ＪＲ姫新線の車両内に手作りのポスターを
貼って、「南光ひまわり祭り」と姫新線の利
用促進をＰＲしました。
　18 人の子どもたちが絵の具やクレヨンで
描いたポスターは、７月１日から１カ月間、
19 車両に掲示されました。
　姫新線を管轄するＪＲ西日本姫路鉄道部
部長の下村富久さんは「乗客のかたも、子
どもたちのポスターから元気をもらったは
ず。これからも様々な形で姫新線の利用促
進を図りたい」と力を込めて語っていました。

姫新線でひまわり祭りをＰＲ
さよう子どもアートスクール

車両の中づりにポスターを取り付ける子どもたち

『イクメン』を目指して

　7 月 10 日、さよう子育て支援センターで、
「父と子のふれあい講座」が行われました。
　最近の流行語である『イクメン』に代表
されるように、育児に積極的に参加するお
父さんが増えています。普段子どもとふれ
あう時間が少ないお父さんは、子どもとの
かかわり方などを知っておくことで、より
子育てに関心を持つことができます。
　この日は、生涯学習サポート兵庫の榎本
英樹さんから、ストローなど身近なものや
体を使った遊びを学びました。
　参加した親子は、遊びを通じて父と子の
絆
きずな

を深めていました。　　

ママプラザ「父と子のふれあい講座」

体を使った遊びを学ぶ親子
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VO. ２

シリーズ

「３Ｒ」って何だろう

　私たちは、便利で豊かな生活をするために、多くの資源を使って捨てています。
　限りある資源を大切に使うためにも、まずゴミを減らすことが必要です。ゴ
ミを減らすためのキーワード「３Ｒ」。３Ｒとは、ゴミを出さないようにする
REDUCE（リデュース）・繰り返し使用する REUSE（リユース）・再生して利用す
る RECYCLE（リサイクル）の頭文字をとったものです。
　今月号では、最初の R である REDUCE（リデュース）について考えてみます。

Reduce（リデュース） ･･･ ゴミの発生源を減らそう

　ゴミの元となるものを減らせば、ゴミは減
ります。出てしまったゴミを処理するよりも
簡単で効果的なゴミの減量法ですので、３R
の一番最初に並べられています。
　ゴミを減らすためには、必要なものを必要
な量だけ買ったり、使い捨て商品はできるだ
け使わないなど生活スタイル全般を見直す必
要があります。

■ご家庭でできること

・量り、バラ売りの商品を選ぶ
・余計なものは買わない
・マイバックを使う
・簡易包装の商品を選ぶ
・詰め替え商品を選ぶ

エ
コ
対
策
は
わ
が
家
か
ら

ストップ温暖化
シリーズ

　
　
「
暑
さ
寒
さ
も
彼
岸
ま
で
」

と
昔
か
ら
の
こ
と
わ
ざ
が
あ
り

ま
す
。
今
年
も
３
月
を
迎
え

や
っ
と
寒
さ
か
ら
抜
け
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
た

矢
先
の
３
月
11
日
、
大
震
災
が

東
日
本
を
襲
い
ま
し
た
。

　

猛
烈
な
揺
れ
と
、
さ
ら
に
追

い
討
ち
を
か
け
る
よ
う
な
巨
大

な
津
波
が
人
々
を
襲
い
、
生
活

基
盤
を
根
底
か
ら
奪
い
去
り
ま

し
た
。
数
多
く
の
か
た
が
犠
牲

と
な
り
、
か
ろ
う
じ
て
難
を
逃

れ
た
か
た
も
不
自
由
な
避
難
所

で
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
を
目
の
当

た
り
に
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
不
足

に
苦
し
む
被
災
地
及
び
周
辺
地

域
の
状
況
を
知
り
、
い
か
に
私

た
ち
の
普
通
の
生
活
が
満
た
さ

れ
て
い
る
の
か
、
そ
し
て
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
資
源
の
節
約
が
い

か
に
重
要
で
あ
る
か
を
再
認
識

し
ま
し
た
。

　

エ
コ
や
省
エ
ネ
の
言
葉
が
氾

濫
し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
の

目
の
前
を
素
通
り
す
る
だ
け
で

切
実
に
感
じ
て
い
た
だ
ろ
う
か

と
反
省
す
る
ば
か
り
で
す
。
ま

ず
は
初
心
に
返
り
、
自
分
た
ち

の
家
族
か
ら
見
直
し
て
み
て
は

ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　

車
に
乗
る
人
は
ガ
ソ
リ
ン
、

家
事
を
す
る
人
は
、
電
気
・
ガ

ス
・
水
道
な
ど
を
い
か
に
効
率

的
に
使
え
る
か
を
検
討
し
、
子

供
た
ち
に
は
自
分
の
部
屋
の
電

気
の
無
駄
は
な
い
か
自
分
で
管

理
す
る
責
任
を
持
た
せ
る
な
ど

エ
コ
に
対
す
る
自
覚
を
お
互
い

に
再
確
認
す
る
こ
と
が
必
要
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
こ
の
シ
リ
ー
ズ
は
、
町
地
球

温
暖
化
防
止
活
動
推
進
協
議
会

の
皆
さ
ん
が
交
代
で
寄
稿
し
て

い
ま
す
。

問
住
民
課 

環
境
衛
生
対
策
室

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

ごみのはなし

最初の R は、ゴミの発生源を減らす Reduce（リデュース） 

　
「
町
民
の
暮
ら
し
応
援
券
」

は
、
千
円
券
が
11
枚
で
１
セ
ッ

ト
。
１
万
１
千
円
分
の
商
品
券

を
１
万
円
で
販
売
し
ま
す
。
発

行
総
額
は
、
２
万
セ
ッ
ト
で

２
億
２
千
万
円
で
す
。

　

購
入
が
で
き
る
の
は
、
中
学

生
ま
で
の
子
ど
も
を
除
く
町
民

の
み
な
さ
ん
で
す
。

　

お
一
人
が
購
入
で
き
る
セ
ッ

ト
数
は
３
セ
ッ
ト
ま
で
。
購
入

回
数
も
１
回
と
限
定
し
ま
す
。

ま
た
、
１
枚
ご
と
の
バ
ラ
売
り

は
で
き
ま
せ
ん
。

　

本
券
の
販
売
は
、
９
月
３
日

㊏
～
４
日
㊐
で
、
町
内
４
地
域

に
設
置
す
る
特
設
販
売
所
で
販

売
し
ま
す
。

■
販
売
所

　

佐
用
地
域　

さ
よ
う
文
化
情

　
　
　
　
　
　

報
セ
ン
タ
ー

　

上
月
地
域　

上
月
支
所

　

南
光
地
域　

南
光
支
所

　

三
日
月
地
域　

三
日
月
支
所

※
期
間
中
の
購
入
場
所
は
、
皆

さ
ん
が
住
所
を
置
く
地
域
の
販

売
所
に
限
り
ま
す
。

　

９
月
５
日
㊊
～
30
日
㊎
は
、

皆
さ
ん
が
住
所
を
置
く
地
域
の

商
工
会
各
支
所
で
購
入
で
き
ま

す
。
な
お
、
そ
れ
以
降
商
品
券

が
残
っ
た
場
合
は
、
町
商
工
会

で
規
制
な
し
で
完
売
ま
で
販
売

し
ま
す
。

　　

本
券
は
特
設
販
売
所
で
、
購

入
申
込
書
と
現
金
と
引
き
換
え

に
販
売
し
ま
す
。
購
入
申
込
書

は
、
使
用
で
き
る
取
扱
店
を
記

載
し
た
事
前
チ
ラ
シ
と
同
時

に
、
全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

　

ま
た
、
購
入
は
本
人
に
限
り

ま
す
が
、
ど
う
し
て
も
販
売
所

に
お
越
し
に
な
れ
な
い
か
た

は
、
代
理
の
か
た
が
購
入
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
本
券
が
使
用
で
き
る

期
間
は
、
９
月
３
日
㊏
か
ら
12

月
31
日
㊏
ま
で
。ま
た
本
券
は
、

商
工
会
が
指
定
し
た
取
扱
店
で

使
用
で
き
ま
す
。

　
問
商
工
観
光
課 

商
工
振
興
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
７
０

１
セ
ッ
ト
１
万
円
で

１
万
１
千
円
分
の
商
品
券
に

町
民
の
み
な
さ
ん
限
定
の

お
得
な
商
品
券
で
す

お
一
人
３
セ
ッ
ト
ま
で

１
回
限
り
購
入
可
能

販
売
期
間
は
９
月
３
日
～
４
日

町
内
４
か
所
の
販
売
所
で

購
入
は
本
人
に
限
り
ま
す

平
成
�3
年
1�
月
末
ま
で
取
扱
店

で
使
用
で
き
ま
す

販売期間は ９月３日 ㊏・４日㊐

町民の暮らし応援券
　割お得な商品券

　町では、昨年に引き続き、町商工会と協力し、町内の取扱店で使える期
間限定のお得な商品券を発行します。この商品券は、経済の急激な悪化に
対し、地域経済の活性化と町民皆さんの暮らしを応援し、一昨年の水害か
らの復興を目的としています。買い控えしていた商品の購入など、ぜひ本
券を活用いただき、地域経済の活性化にご協力ください。

完売になり次第、販売を終了します

問住民課 環境衛生対策室　☎８２－０６６０
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開 催 日 名　　称 場  所  や  内  容  な  ど

８月７日㊐  石井地区納涼祭  ・石井体育館周辺　午後６時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月14日㊐

 平福夏祭り
 ・模擬店
　（午後 6 時 30 分～午後９時 / 智頭急行『平福駅』前）
 ・花火大会（午後 7 時 30 分～ / 約 200 発）

 長谷地域ふるさと祭り  ・ふれあい長谷グラウンド　午後７時～
 ・足半踊り、夜店、お楽しみ抽選など

 海内地区納涼ふるさと祭り  ・みうち若杉館グラウンド　午後７時～
 ・夜店、お楽しみ抽選など

８月15日㊊  佐用ふるさと納涼夏祭り

  ・夜店
 　（午後５時 30 分～午後 10 時　 歩行者天国 / 佐用商店街）
 ・漫才とパフォーマンスショー
　（笑い飯、ダイアンほか　午後６時 30 分～ / 役場前）
 ・アンパンマンショー
  （①午後 6 時 10 分　②午後８時   / 中町交差点付近）

８月23日㊋  田此日限地蔵尊夏祭り

 ・夜店（午後５時～歩行者天国 / 田此商店街）
 ・漫才とパフォーマンスショー
　（プラスマイナス、かまいたちほか　午後７時～ / 日限
　地蔵尊境内）
 ・ミニ SL（午後６時～ / 田此ふれあい広場 )
 ・花火大会（午後８時 30 分～午後９時 / 約 500 発）

　

世
帯
全
員
が
町
県
民
税
非

課
税
に
該
当
さ
れ
る
か
た

は
、
入
院
し
た
と
き
に
窓
口

で
支
払
う
一
部
負
担
金
と
、

入
院
時
の
食
事
代
が
減
額
さ

れ
ま
す
。該
当
す
る
か
た
は
、

必
ず
入
院
す
る
前
に
申
請
を

お
願
い
し
ま
す
。
申
請
さ
れ

る
と
「
限
度
額
適
用
・
標
準

負
担
額
減
額
認
定
証
」
が
交

付
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
さ
れ
た
月
の
初
日
か

ら
適
用
に
な
り
ま
す
の
で
、

該
当
す
る
か
た
は
、保
険
証
・

認
印
を
住
民
課
ま
た
は
各
支

所
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
お

早
め
に
手
続
き
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
過
去
１
年
間
以
内
に
合
計

90
日
以
上
入
院
さ
れ
て
い
る

場
合
、
そ
れ
を
証
明
で
き
る

も
の
（
領
収
書
等
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※
長
期
入
院
該
当
と
な
り
、

別
表
の
区
分
Ⅱ
に
該
当
す
る

か
た
は
、
さ
ら
に
食
事
代
が

減
額
さ
れ
ま
す
。

■
証
の
発
行
を
せ
ず
に
、
既

に
食
事
代
等
を
支
払
っ
て
し

ま
っ
た
場
合
は
、
領
収
書
・

認
印
・
還
付
先
口
座
の
番
号

が
わ
か
る
も
の
を
お
持
ち
い

た
だ
き
、
住
民
課
又
は
各
支

所
で
償
還
払
い
の
申
請
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
（
時
効
は

２
年
で
す
）。

問
住
民
課 

年
金
・
保
険
室

　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
０

「限度額適用・標準負担額減額認定証」
ご存じですか

後期高齢者医療

別表

　

65
歳
以
上
の
か
た
を
対
象
に
、

公
共
施
設
へ
の
入
場
が
無
料
に

な
る
「
西
播
磨
レ
イ
ン
ボ
ー

カ
ー
ド
」
を
配
布
し
ま
す
。

　

利
用
期
間
は
、
９
月
１
日
㊍

～
30
日
㊎
ま
で
。
カ
ー
ド
を
希

望
さ
れ
る
か
た
は
、
社
会
福
祉

推
進
室
、
ま
た
は
各
支
所
へ
申

請
し
て
だ
さ
い
。

■
利
用
対
象
施
設　

姫
路
城
、

姫
路
市
立
動
物
園
、
美
術
館
、

科
学
館
、
平
和
資
料
館
、
好
古

園
、
う
す
く
ち
龍
野
醤
油
資
料

館
、
赤
穂
市
立
歴
史
博
物
館
、

太
子
町
立
歴
史
博
物
館
、
柳
田

國
男
記
念
館
な
ど
、
西
播
磨
の

22
施
設
で
使
え
ま
す
。

問
健
康
福
祉
課 

社
会
福
祉
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
１

�5 歳以上の皆さんへ

住民税非課税世帯のかたは、入院時の一部負担金と食事代が減額されます

西播磨
レインボーカードで
施設入場料が無料

利用期間は９月１日～ 30 日
利用希望のかたは
町へ申請してくださいレインボーカード

加
入
し
ま
し
ょ
う

納涼       祭り暑い夏が
やってきた

　町では、平成 20 年から「佐用町ふるさと
応援基金条例」を制定し、ふるさと佐用町へ
まちづくりへの寄附金を全国から広く募って
います。
　佐用町へ思いを持つ全国の皆さんへ本制度
を広め、本町のまちづくりにご支援いただく
ようご協力ください。

　お寄せいただいた寄附金の使い道は、右の①
～③から選んでいただきます。特に指定され
ない場合は、目的達成のために町長が必要と
認める事業に充当いたします。
■寄附金は 5、000 円が１口ですが、5､ 000 円
以下でも可能です。
■ 2、000 円を超える寄附をいただいたかたは、
確定申告で寄附金控除が受けられます。
■１口以上の寄附をいただいたかたには、本
町の特産品を進呈します。ただし、平成 24 年
１月からは２口以上となります。

①ひとづくり事業（みんなで支え合い、助け合う）
　子育て支援の充実や生涯学習の推進、学校教
育の充実、青少年育成など
②まちづくり事業
　（いきいきと暮らせるふるさとに）
　保健・医療の充実、高齢者福祉の充実や地域
福祉活動、観光振興、雇用対策、起業支援など
③自然環境づくり
　（ふるさと景観や歴史を伝える）
　棚田や清流「千種川」の保全、花いっぱい運
動の推進、歴史的環境の保全、環境保全の推進、
文化財の保存など

　寄附金の使い道

「佐用町」のために、ご協力ください

ふるさと佐用応援寄附金
平成 22 年度  

・昆虫館備品購入
・図書館図書購入

夏
問企画防災課 復興企画室　☎８２－０６６４

寄付金を活用した事業

寄付金の一部で購入した大活字本→
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2011/ ８月号

　

今
年
も
人
権
標
語
を
募
集
し

ま
す
。
テ
ー
マ
は
自
由
で
す
。

温
か
い
気
持
ち
に
な
れ
る
標
語

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

■
応
募
方
法　

標
語
、
住
所
、

　

名
前
、
年
齢
、
電
話
番
号
を

　

用
紙
に
記
入
し
て
、応
募（
持

　

参
、郵
送
、Ｆ
Ａ
Ｘ
、Ｅ
メ
ー

　

ル
）
し
て
く
だ
さ
い
。

■
応
募
締
切　

９
月
８
日
㊍

■
選　
　

考　

選
考
委
員
会
で

　

５
点
程
度
の
入
賞
作
品
を
選
考

■
表
彰
な
ど　

入
賞
作
品
は
、

　

10
月
22
日
㊏
に
開
催
の
「
人

　

権
ま
ち
づ
く
り
フ
ェ
ス
タ
さ

　

よ
う
２
０
１
１
」
で
表
彰
し
、

　

記
念
品
を
贈
り
ま
す
。
ま
た
、

　

啓
発
資
料
な
ど
に
使
用
し
ま

　

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ
・
応
募
先

　

〒
６
７
９
｜
５
３
０
１

　

佐
用
町
佐
用
２
５
８
５

　

生
涯
学
習
課
（
月
曜
休
館
）

　
　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ
82
・
０
３
１
３

　

orihim
e@

tow
n.sayo.lg.jp

　

各
支
所
で
も
受
付
け
ま
す
。

８月は佐用町人権推進月間

募集します 人権標語
スポーツひろば

がんばったみんなに
第33回佐用町卓球大会
■開催日　６月 19 日㊐
■場　所　上月体育館
一般男子シングルス
　優　勝　大谷隆太（SC21 三河）
　準優勝　北野広大（SC21 三河）
　第３位　小寺康正（佐用高校）
　第３位　松阪　純（SC21 三河）
一般女子シングルス
　優　勝　井上愛夢美（SC21 三河）
　準優勝　山根千奈（佐用高校）
　第３位　真島利奈（佐用高校）
　第３位　高本香菜（佐用高校）
中学男子シングルス
　優　勝　春井　雅（上津中）
　準優勝　藤林竜之介（三土中）
　第３位　藤田祐輝（三土中）
　第３位　森嶋大地（三土中）
中学女子シングルス
　優　勝　保田理恵（SC21 三河）
　準優勝　藤本樹里（SC21 三河）
　第３位　春名芳香（SC21 三河）
　第３位　中森恵里佳（SC21 三河）
小学生シングルス
　優　勝　井上花恋（SC21 三河）
　準優勝　石丸絋希（SC21 三河）
　第３位　井戸里緒菜（SC21 三河）

男子ダブルス
　優　勝　増田千恵・小寺康正
　　　　　（県教委・佐用高校）
  準優勝　福原将人・野中　駿
                （SC21 三河）
　第３位　志水雅俊・北野広大
                （SC21 三河）
　第３位　春名佑紀・春名　駿
                （SC21 三河）

女子ダブルス
　優　勝　井上愛夢美・竹野香菜
                （SC21 三河）
   準優勝　木村郁絵・佐藤愛理
                （佐用高校）
   第３位　牛丸瑛礼奈・高本香菜
               （佐用高校）
  第３位　安東夏都美・大谷真由
               （SC21 三河）

（敬称略）

　このほど、桑田隆男さん（田此）が西播磨
地区体育指導委員功労賞を受賞しました。
　桑田さんは、
平成１４年から
体育指導委員と
して、社会体育
の普及とその指
導に尽力され、
その功績が高く
評価されました。

おめでとうございます
西播磨地区体育指導委員功労賞

第３回佐用町ペタンク大会
■開催日　６月 25 日㊏
■場　所　上月グラウンド
Ａブロック優勝　長谷Ａ　
Ｂブロック優勝　漆野Ａ
Ｃブロック優勝　長谷Ｃ　
Ｄブロック優勝　ほほえみ円光寺　　　　　　　　　
Ｅブロック優勝　大木谷Ｎ o ２
Ｆブロック優勝　上秋里
Ｇブロック優勝　中上月
Ｈブロック優勝　青木Ｅ
Ｉブロック優勝　平福Ｃ
Ｊブロック優勝　平福Ｄ

第６回議長杯親善ゲートボール大会
■開催日　６月 18 日㊏
■場　所　南光ひまわりドーム
　優　勝　平谷
　準優勝　田此
　第３位　杉坂・福吉

桑田隆男さんが受賞

問税務課 町税対策室　 ☎８２－０６６２

家屋解体、新・増築する場合は連絡を

　未登記家屋の新・増築や取り壊しや、所有
権移転をされた場合、それを把握することは
困難です。課税漏れや誤って課税する恐れが
ありますので、必ずご連絡ください。
　また、平成 23 年中に新・増築された家屋
については、９月から 12 月にかけて家屋評
価を行いますのでご協力をお願いします。早
期に評価を希望の場合は、
ご連絡ください。すでに登
記が完了されたかた、また
は建築確認申請書を提出さ
れたかたは、連絡は不要で
す。

家屋評価にご協力を

缶やビンは中身を出してから

「もえるゴミ」は
　　町指定のごみ袋を

「もえるごみ」を出すときは、必ず「も
えるごみ指定袋」を使用してください。
　紙袋や市販のビニール袋では、出せま
せんので気をつけてください。
　また、集積場へ出すときには、袋の口
を縦横左右ともに十字にしっかりと結ん
でから出してください。

　缶やビンに中身が入ったまま出される
とリサイクルができません。必ず中身は
空にし、すすいでから出してください。

問佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

　　

短
期
共
済
と
し
て
気
軽
に
加

入
で
き
、
少
な
い
掛
金
負
担
で

補
償
が
充
実
し
た
建
物
共
済
で

す
が
、
４
月
以
降
は
加
入
要
件

に
該
当
す
る
農
家
だ
け
が
引
受

対
象
と
な
り
ま
し
た
。

　

加
入
要
件
に
満
た
な
い
か
た

は
、
引
受
が
で
き
な
い
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
次
の
要
件
を

確
認
し
て
ご
不
明
な
点
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
加
入
要
件
（
次
の
い
ず
れ
か

の
要
件
に
該
当
す
る
か
た
）

①
転
作
な
ど
を
含
め
て
水
田
を

10
㌃
以
上
所
有
、
ま
た
は
管
理

し
て
い
る

②
水
稲
ま
た
は
麦
を
10
㌃
以
上

栽
培
し
て
い
る

③
大
豆
を
５
㌃
以
上
栽
培
し
て

い
る

④
牛
な
ど
を
養
蓄
す
る
業
務
を

営
ん
で
い
る

⑤
ガ
ラ
ス
室
を
１
㌃
以
上
、
パ

イ
プ
ハ
ウ
ス
な
ど
を
２
㌃
以
上

を
利
用
し
て
農
作
物
や
花
を
栽

培
し
て
い
る

⑥
農
事
組
合
法
人
で
あ
る

⑦
集
落
営
農
組
織
の
構
成
員
で

あ
る

問
農
林
振
興
課
農
業
共
済
推
進
室

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
７

建
物
共
済
加
入
の
要
件
を
変
更

加
入
者
の
皆
さ
ん
へ

平成 22 年度の人権標語
「あなたには　たよれる家族が　そばにいる」
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子
ど
も
と
の
関
わ
り
を
楽
し

む
方
法
と
し
て
、
親
子
遊
び
が

あ
り
ま
す
。
親
子
が
一
緒
に
楽

し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
で
、

親
子
関
係
が
良
く
な
り
、
子
ど

も
の
心
と
体
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

育
て
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

遊
び
に
は
、
特
別
な
ル
ー
ル

が
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
親
子

バ
ス
。
ひ
ざ
の
上
に
子
ど
も
を

乗
せ
て
ド
ラ
イ
ブ
に
出
発
。
ポ

イ
ン
ト
は
「
子
ど
も
と
一
緒
に

楽
し
む
こ
と
」
で
す
。
後
ろ
か

ら
お
腹
を
抱
え
て
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
、
急
カ
ー
ブ
や
で
こ
ぼ
こ
道
、

途
中
で
お
店
に
寄
っ
た
り
…
。

子
ど
も
と
一
緒
に
遊
び
を
作
り

な
が
ら
、
大
人
が
上
手
に
関
わ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子
ど
も
の

遊
び
は
ど
ん
ど
ん
発
展
し
、
何

倍
も
楽
し
い
も
の
に
な
り
ま
す

よ
。
大
人
が
本
気
で
子
ど
も
の

目
線
で
遊
び
に
関
わ
る
こ
と
で
、

今
ま
で
気
づ
か
な
か
っ
た
子
ど

も
の
感
性
や
才
能
を
発
見
で
き

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

マ
マ
プ
ラ
ザ
で
は
、
子
育
て

セ
ミ
ナ
ー
や
サ
ー
ク
ル
活
動
の

中
で
親
子
遊
び
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
親
子
で
参
加
し
て
遊
び

の
楽
し
さ
を
体
験
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

問
キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
79
・
３
７
８
８

子
ど
も
を
育
て
る
親
子
遊
び

Library  Information

●大人向けの本 
　４０代を後悔しない５０のリスト　
　　－一万人の失敗談からわかった人生の法則
　　　　　　　　大塚寿／著　ダイヤモンド社
　親鸞　　　　　　　　津本陽／著　角川書店
　季節を楽しむおでかけガイド関西の１２カ月
　　　　　　　　ペンハウス／著　メイツ出版
　親子で行けるおいしい工場見学！　
　　－おなじみの人気食品や飲み物などの工場
　　　へＧＯ！　　　　　キョーハンブックス
　日本の１／２革命　　　池上彰／著　集英社
　１０代の子をもつ親が知っておきたいこと　　
　　－思春期の心と向きあう　
　　　　　　　　水島広子／著　紀伊国屋書店
　つらい腰痛・膝痛が楽になる　
　　－骨・関節・椎間板を守るロコモ対策　
　　　　　　　　　　中村耕三／著　大和書房
　おいしい野菜の食べ合わせ便利帳　
　　　　　　　　　　白鳥早奈英／著　海竜社
　しあわせ節電　鈴木孝夫／著　文芸春秋

　筆ペンのお礼状　－すぐに役立つ手紙・はがき
　　　　　　　　　　西村翠晃／著　日貿出版社
　５５歳からはお尻を鍛えれば長生きできる　
　　　　　　　　　　　　武内正典／著　講談社
　朗朗介護　　　米沢富美子／著　朝日新聞出版
　ご主人、『立ち会う』なんて、そんな生やさし
　いものじゃありませんよ。　
　　－自宅出産・助産所出産ドキュメント　　
　　　　　　　　　　　　横松心平／著    柏艪舎
▲白樫の樹の下で　青山文平／著　文芸春秋
★黄金坂ハーフウェイズ   加藤実秋／著　角川書店
■ひやかし　　　　　　　     中島要／著   光文社
■母のはなし　　　　　    群ようこ／著　集英社
▲彷徨 ( さまよう）警官   森　詠／著    毎日新聞社
　棟居刑事の代行人（ジ・エージェント）　
　　　　　　　　    森村誠一／著　中央公論新社
★死ぬ気まんまん   　 　　佐野洋子／著　光文社
　質素な性格　－欲は小さく野菊のごとく　
　　　　　　　　　　　　吉行和子／著　講談社
　春嵐　ロバート・Ｂ．パーカー／著　早川書房

●子ども向けの本  
　電気がいちばんわかる本　１～５　
　　　　　　　米村でんじろう／監修　ポプラ社
　もりのおばけ　
　　　　かたやまけん／さく・え　福音館書店
　南総里見八犬伝　１～４　
　　　　　　　　　　滝沢馬琴／原作　偕成社

▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光
図書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

着 図 書 案 内
2011.6.18 ～ 2011.7.17 受け入れ分の一部

新

　

３
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大

震
災
で
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は

心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
あ
げ
ま

す
。
佐
用
町
も
一
昨
年
の
水
害

か
ら
２
年
が
た
ち
ま
す
が
、
改

め
て
自
然
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

感
じ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
災
害
時
の
備
え
に

つ
い
て
確
認
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
災
害
時
に
必
要
な
も
の

　
（
枕
元
に
置
い
て
お
く
も
の
）

・
懐
中
電
灯

・
笛
な
ど
大
き
な
音
の
出
る
物

・
靴
や
ス
リ
ッ
パ

・
リ
ュ
ッ
ク
（
水
・
薬
３
回
分
・

タ
オ
ル
・
ロ
ー
プ
・
ラ
ジ
オ
・

下
着
・
靴
下
な
ど
）

※
注
意

　

リ
ュ
ッ
ク
の
中
身
は
濡
れ
な

い
よ
う
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
入
れ

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
中
身
が
た

く
さ
ん
あ
り
す
ぎ
て
も
持
ち
出

せ
な
い
の
で
、
本
当
に
必
要
な

も
の
を
整
理
し
て
お
き
ま
し
ょ

う
。
そ
の
他
、
備
蓄
品
は
、
衣

装
ケ
ー
ス
や
コ
ン
テ
ナ
な
ど
に

入
れ
て
取
り
出
し
や
す
い
と
こ

ろ
に
保
管
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
避
難
場
所

　

足
腰
に
不
安
が
あ
る
か
た
は
、

災
害
時
に
避
難
所
ま
で
歩
い
て

避
難
す
る
場
合
、
危
険
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。
２
階
建
て

以
上
の
家
や
高
台
に
あ
る
家
な

ど
、
隣
近
所
に
一
時
避
難
で
き

る
場
所
を
確
保
し
、
災
害
時
に

備
え
ま
し
ょ
う
。

問
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
健
康
福
祉
課
健
康
増
進
室
）

　
　
　
　

   

☎
87
・
８
０
２
０

災
害
時
の
備
え
に
つ
い
て

「おとなごはんと一緒に作れる

９カ月からの離乳食」

　

図
書
館
で
は
、町
内
の
歴
史
、

文
化
、
で
き
ご
と
な
ど
に
関
す

る
本
や
資
料
、
ま
た
町
内
在
住

者
・
出
身
者
の
著
作
物
を
「
郷

土
資
料
」
と
し
て
集
め
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
資
料
が
あ
り

ま
し
た
ら
ご
寄
贈
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　

上
月
文
化
会
館
の
ト
イ
レ
改

修
工
事
に
伴
い
、
上
月
図
書
室

を
７
月
28
日
㊍
か
ら
10
月
31
日

㊊
（
予
定
）
ま
で
休
館
し
ま
す
。

利
用
者
の
か
た
に
は
ご
迷
惑
を

お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　
■
日
時　

８
月
20
日
㊏　

　

午
後
３
時
～
３
時
30
分

■
場
所　

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
可
）

■
内
容　
「
せ
み
と
あ
さ
が
お
」

　

図
書
館
に
は
、
自
主
学
習
用

の
机
や
椅
子
が
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
た
め
、夏
休
み
の
期
間
中
、

自
由
研
究
や
自
主
学
習
の
た
め

の
学
習
室
を
開
設
し
ま
す
。
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

　

８
月
31
日
㊌
ま
で

　

※
閉
室
日　

毎
週
月
曜
日
、

　
　

７
月
21
、
27
日
、
８
月
２
、

　
　

18
、
28
日

■
場
所　

　

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

お
は
な
し
会（
５
歳
以
上
）

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し

コ
ー
ナ
ー

■
８
月
の
お
は
な
し

　
「
カ
メ
の
こ
う
ら
は
、
ひ
び

だ
ら
け
」

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　

図
書
館
お
は
な
し　

コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

       8 月   August    葉月　　9 月   September   長月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　   １ ２ ３ ４ ５ ６           　 １ ２ ３
  ７ ８ ９ 10 11 12 13  ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10
  14 15 16 17 18 19 20  11 12 13 14 15 16 17
　21 22 23 24 25 26 27  18 19 20 21 22 23 24
  28 29 30 31           25 26 27 28 29 30  

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前10時～午後６時

図書館カレンダー

「
夏
休
み
学
習
室
」
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ　

サマーサンタの開催
■と　き　8月21日㊐ 10：00～
■ところ　さよう子育て支援センター
■対　象　乳幼児とその家族
★楽しい出店がいっぱい！
　サンタさんからのプレゼントも
あるよ。

夏
の
お
り
が
み
教
室　
　

　 「
郷
土
資
料
」
提
供
の
お
願
い　

　
　上

月
文
化
会
館
改
修
工
事
の
た
め

上
月
図
書
室
を
休
館
し
ま
す　
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　児童扶養手当受給者資格者は、「現況届」、
特別児童扶養手当受給資格者は、「所得状況届」
を毎年８月に提出することになっています。
　期間中に届出の提出がないと、手当が差し
止められることがありますので、必ず提出し
てください。　
問健康福祉課 社会福祉推進室　☎８２－０６６１

★１歳６か月児健診
　（平成21年12月～平成22年１月生まれ）
　　   ８月16日㊋　午後１時～
★ヨチヨチ健康相談（平成21年８月生まれ）
　　   ８月19日㊎　午後１時30分～
★４か月児健診（平成23年４月生まれ）
　　   ８月22日㊊　午後１時30分～
★すくすく健康相談離乳食教室
　（平成23年１月生まれ）
　　   ８月11日㊍　午前10時～
　  （平成23年２月生まれ）

        ８月11日㊍　午前10時～
★０歳児クラス（２か月～１歳未満）

　　 ９月５日㊊
　　  ２か月～６か月児　 午前10時30分～正午
　　  ７か月～１歳未満児　午前10時～午前11時30分
★すてきなママになるための教室（妊婦）
　　    ９月５日㊊　午前10時～

　町では、食育事業の一環で、６月から町内
全保育園年長児と保護者を対象に親子クッキ
ング教室を行っています。
　教室では、町管理栄養士から「はやね・早
起き・朝ごはん」をテーマにした講話があり、
子どもにとって早く眠ることの大切さや、子
供の成長のために必要な朝ごはんや栄養のバ
ランスのとれた献立作り、食事のマナーにつ
いて学びました。
　朝ごはんを食べるためには、朝早く起きな
ければなりません。また、早く起きるためには、
早く寝ることが大切です。睡眠をしっかりと
ると機嫌よく起きることができます。お腹も
減っているので、朝ごはんをしっかりと食べ
ることができます。「はやね」は、食生活のリ
ズムを整えるためにもとても大事です。　

　

　 講 話 の 後 は、 い ず み 会 会 員 の 指 導 に よ
り、親子で料理をしました。ちりめんじゃこ
と海苔、スキムミルクや桜エビ、ゴマを使っ
たおにぎり、豆腐入りハンバーグ、青梗菜の
おひたし、減塩味噌汁など栄養たっぷりの献
立。初めて包丁を持つ子どもたちは、涙をポ
ロポロと流しながら、玉ねぎやネギを切った
り、小さな手でハンバーグを一生懸命こねた
りしていました。
　安全で安心な地元
産の野菜を使った献
立に、参加した親子
は「薄味でおいしい
ね」｢家でも作ってみ
ようね」と話し合っ
ていました。

Health  Information

■ 夜ふかしの子どもが増えています
　国の調査結果では、2 歳半の 88%の子ども
が、午後９時以降に就寝していました。佐用
町でも、子どもの就寝時間が遅くなっている
傾向が見受けられます。保護者の皆さんが意
識して寝かせなければ、子どもは寝ません。

■ 1 歳から 5 歳までに、大量に分泌されるメ
ラトニン
　メラトニンは寝つきをよくし、思春期前の
性成熟を抑えたり、身体のさび止め作用があっ
たりする大切なホルモンです。しかし、夜に
なっても、明るい環境ではメラトニンは出に
くいといわれています。赤ちゃんは、光を感
じて育つうちに、昼間起きて夜眠るリズムを
身につけていくので、新生児の頃から昼間は
明るく、夜は暗くしましょう。

■成長ホルモンの分泌
　成長ホルモンは、筋肉や骨を増やす、成長
に不可欠なホルモンです。成長ホルモンの分
泌のピークは、午後 10 時～午前２時の間です。
この時間に熟睡していることが必要なので、
早く寝ることが大切です。
■ こころと身体を安定させる睡眠
　睡眠に問題があると、朝起きられない・攻
撃的になる・日中ぼんやりしてしまうなどの
生活面での問題が起こります。睡眠のリズム
を整えることで、行動のコントロールもでき
落ち着いて生活ができるようになります。た
だ睡眠障害などの治療が必要な場合もありま
す。環境を整えても睡眠リズムがつきにくい
時は、一度専門機関に相談してください。
　小さい時からよい睡眠リズムを身につけて、
こころも身体も健やかに過ごしましょう。

お子さんは何時に寝ていますか

赤ちゃんとママの行事
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ８月10日㊌
　 ８月25日㊍
　 ９月14日㊌
　 午後１時 30 分～午後３時 30 分
■こころのケア相談（要予約）
　 ８月23日㊋
　 午前 10 時～午後３時
　 ※場所は佐用町保健センター

問健康福祉課 健康増進室　☎８７－８０２０

行事カレンダー

■こころのケア相談日（要予約）
　 ８月19日㊎
　 午後１時～午後３時
■若者の心と体の相談（要予約）
　 ８月19日㊎
　午後１時～午後３時
　※場所は龍野健康福祉事務所
問龍野健康福祉事務所
　☎０７９１（６３）５１４２

―保育園食育事業実施中―

早寝・早起き・朝ごはんで元気な子

　いずれも場所はさよう子育て支援センター

 現況届・所得状況届の届け出を忘れずに

児童扶養手当・特別児童扶養手当

■日時　午前９時30分～正午
■場所　ＪＡ兵庫西南光支店

■日時　午後０時 30 分～午後１時 30 分
■場所　センターひまわり

■日時　午後２時 30分～午後３時 30分
■場所　尾崎病院

問健康福祉課（町保健センター）☎８２－２０７９

献血のお願い

親子で料理をする様子

■日時　９月９日㊎　
　　　　午後１時30分～午後４時30分
■場所　町コミュニティ防災センター
■内容　心肺蘇生法、ＡＥＤ、止血法
■受講料　無料
■募集人数　30 名（定員になり次第締切）
■募集期間　８月 1 日㊊～ 31 日㊌

問消防署 救急救助課　☎８２－３８７２

「まちかど救命士」養成講習
受講者募集

　消防署では、１人でも多くの人が応急手
当を身につけ、「まちかど救命士」として
活躍していただけるよう、次のとおり講習
会を実施します。

心肺蘇生法・ＡＥＤ・止血法を身につける

８月９日㊋
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ださい。
問企業庁播磨科学公園都市
　まちづくり事務所
☎０７９１（５８）１１１５

　今回は、パーキンソン病な
ど難病の相談会を開催します。
■日時　９月 11 日㊐
　午後１時～午後４時
■場所　市川町文化センター
■お問い合わせ・申し込み
　龍野健康福祉事務所
☎０７９１（６３）５６８６

　夏は、海や川、池などで子
どもの水難事故が多発します。
　事故が起こらないように、
次のことに注意してください。
　●子どもだけで海や川へ遊
　　びに行かないようにしま
　　しょう。
　●危ないと思ったら、相手
　　に一声かけるようにしま
　　しょう
　地域の危険な場所を見つけ
られた場合や、水難事故が発
生した場合は、佐用警察署ま
たは「１１０番通報」をお願
いします。
問佐用警察署　
　☎８２－０１１０

　被害耕地の調査や評価の審
議をする 26 人の委員を委嘱
しました。任期は、平成 26
年 3 月 31 日までです。
　なお、会長、副会長は次の

　

　放送大学では、平成 23 年
度第 2 学期（10 月入学）の

学生を募集しています。
　放送大学は、テレビなどの
放送を利用して授業を行う通
信制の大学です。
　心理学、福祉、経済、歴史、
文学、自然科学など、幅広い
世代、職業のかたが学んでい
ます。
■出願期間
　８月 31 日㊌まで
問放送大学兵庫学習センター
　☎０７８（８０５）００６７

■受付期間　
　８月 26 日㊎まで
■試験日　９月 18 日㊐
■一般選考
Ⓐ【男性 140 人】
　S51.4.2 以降生まれで、４
年制大学既卒のかた、または
H24.3 までに卒業見込みのか
た。
Ⓑ【男性 80 人・女性５人】
　S51.4.2 ～ H6.4.1 生 ま れ
でⒶ以外のかた（H24.3 まで
に高等学校卒業見込みのかた
を除く）。
■特別選考

【武道A・Bあわせて４人】
A　S62,4.2 以 降 生 ま れ で、
４年生大学既卒のかた、また
は H24.3 までに卒業見込み
のかた。
B　S62.4.2 ～ H6.4.1 生 ま
れでA以外のかた（H24.3 ま
でに高等学校卒業見込みのか
たを除く）。
■採用時期
　来年４月上旬以降
■その他　
　武道区分は専門の資格など

が必要です。
問佐用警察署　
　☎８２－０１１０

　各種統計調査を行う統計調
査員として登録を希望するか
たを募集しています。
■主な業務　
　調査対象を把握し、調査票
の配布、回収、また点検、整
理を行います
■身分、待遇など　
　調査員は、調査のたびに任
命される非常勤公務員です。
活動中の災害は、公務災害と
して補償され、活動に応じて
報酬を支払います　
■登録要件　
　・税務、警察、選挙事務に
　直接関係のないかた
　・原則 20 歳以上のかた　
　など
■登録方法　
　総務課広報室に申込書で申
込ください
問総務課 広報室
　☎８２－２５４９

　
　入場無料です。15 日㊊は
休館日です。
■期間　８月13日㊏～21日㊐
■場所　光都プラザ・オプト
　ピアシアター
■放映内容
　「シュレック フォーエバー」
　「ハローキティ」など
　※予告なく変更される場合
　があります。
　上映時間はお問い合わせく

第 65 回
「医療・生活」相談会

2011
光都映画祭

  統計調査員候補者募集

水難事故にご注意

今月の納税

今月の納税相談日
８月25日木

お誕生おめでとう
６月16日から７月15日届出分　敬称略

お悔やみ申し上げます
６月16日から７月15日届出分　敬称略

■ちょうみんカレンダー
月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
8/4 木   高年大学南光教室   南光文化センター  10:30 ～

9 火
 平成 21 年台風第 9 号災害

   さよう文化情報センター  10:30 ～
 佐用町追悼式

16 火   高年大学三日月教室   三日月文化センター  10:00 ～

17 水

 高年大学上月教室   幕山地区センター  10:00 ～

  行政相談

  町保健センター
 13:00 ～ 15:00  上月支所

  南光文化センター
  三日月文化センター    9:00 ～ 11:00

18 木   高年大学佐用教室   さよう文化情報センター   10:00 ～

７月15日現在（　）内は前月比
人のうごき

　人　口　１９，８２８人（△１７）
　　　    　男 　９，４９３人 （△６）
　　　    　女 １０，３３５人 （△１１）
　世帯数　　７，２２１戸（１）

　７月中の移動
      出生１２人　死亡 ２３人
      転入３１人　転出 ３７人

８月上旬～９月上旬

　　個人情報のため非公開
　
　

　　個人情報のため非公開８月31日  水
口座振替日は８月31日㊌です
納税は納期限までに！

Information

納期限

町県民税（普通徴収）
第２期分

問税務課 収納管理室
　☎８２－０６６２

■受付時間
　午前８時 30 分～午後５時
■受付場所　役場本庁税務課
　災害・盗難・疾病・失業
や廃業などで納期限までに
町税が納められない場合は、
納税相談に応じます。

放送大学
 10月生募集

町農業共済損害評価会
26 人の委員を委嘱

県警察官
採用試験案内

デジカメ画像
かんたん編集講座
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佐用チャンネル

放送更新日

　     ��日㊎
　８月1�日㊎

国民健康保険税（普通徴収）・
介護保険料 ( 普通徴収 )・
後期高齢者医療保険料

（普通徴収）　第２期分

納期限

８月31日  水
問住民課 年金・保険室
　☎８２－０６６０
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とおりです。
会　長　西本富男（船越）　
副会長　山根好文（延吉）
副会長　寺本義弘（早瀬１）
副会長　井関忠志（広山）
問農林振興課 農業共済推進室
　☎８２－０６６７



   

 

　いつもみんなを笑顔にしてくれるあなたは、
みんなの宝物です。
　ひまわりのような笑顔をずっと見せてくださ
いね。
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n.sayo.lg.jp
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　三日月にまつわる古い話。
　「立ちかえり　こえゆく関と　おもはばや
　　　　　　　　みやこに　ききし　あふ坂の山」
　この歌は、承久の乱によって隠岐へ流される後鳥羽
上皇が相坂を越えて今の三日月に入り休息をとるとき
に、「逢阪というのは東路でなくてもあるのか」とよ
んだ歌です。このときに弓をかけた木が、今に残る「
弓の木」であると地元には伝わっています。
　相坂の歌の話は南北朝時代ころの作といわれる「
増
ますかがみ

鏡」に載っていますが、弓の木の話はそれより後の
江戸時代以降の書籍に載っています。そのうち「播磨
鏡」には天皇の弓をかけたとあり、「万陽万宝知恵
袋」では後醍醐天皇の弓をかけたとあるなどややあい
まいな記載で、後鳥羽上皇と記載しているのは大正時
代の「佐用郡誌」などからです。
　今となっては、話の真偽やどちらの話だったかなど
は定かではありませんが、この地は古代から近世にか
けての美作道・因幡道筋として古くから開けていたと
考えられており、貴人から一般の人々まで数多くの人
が往来したであろうこの地にふさわしい伝承かもしれ
ません。
　なお、後醍醐天皇も隠岐に流されるときに三日月に
立ち寄っており、先の後鳥羽上皇を偲んで、
　「つたへ聞く　昔かたりぞ　うかりける
　　　　　　　　　そのへふりぬる　三日月の杜」
とよんでいます。
　この「三日月のムクノキの古木」（通称「弓の木」）
は、推定樹齢600年という長命を誇りながら樹勢はい
まだ旺盛であり、また町の歴史を彩る伝承も持つこと
などから、昭和61年3月に県指定の天然記念物に指定
されています。
　　（参考文献：「佐用郡誌」「三日月町史」ほか）

問教育委員会　☎８２ー２４２４

三日月の
　ムクノキの古木

木南  颯太ちゃん　
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ＪＲ姫新線の  往復切符  を
　　　　　　　　　　     　    支給します

10 人以上のグループで
ご応募ください 上月　姫路間

　
　
　町は姫路市やたつの市と連携し、年間乗車数
300万人を目指して、利用促進に関する様々な事
業を展開しています。
　このたび、さらなる利用促進のために、町内に
在住、在勤、在学のかたが10人以上のグループで
ＪＲ姫新線を利用する場合、先着順に上月～姫路
駅間の往復切符を支給します。予算に限りがあり
ますので、お早めに応募ください。この機会に、
ぜひ姫新線を利用してください。
　
　対象
　町内にお住まいのかた、お勤めのかた、町内の
学校に通っているかたで、10人以上が同時に利用
する場合（※ただし、お一人様１回限り）
　目的
　❶参加者の親睦を図ること
　❷他団体との交流を目的とすること
　❸沿線の社会学習施設、公共施設などで行う
　　見学、体験
　❹地域活動、文化活動、スポーツ振興などを促
　　進すること
　※いずれも平成23年12月までに利用が必要
　応募方法
　利用したい日の20日前までに、企画防災課復興
企画室にある申込書で応募ください。応募締め切
りは９月30日㊎です。ただし、予算範囲内とし
先着順の支給となります。
問企画防災課 復興企画室　☎８２ー０６６４

先着順の支給です

予算範囲内で

▲


